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　鶴岡は、情緒があって落ち着いた城下町という印
象です。洗練された優美さがありますね。農村部に
行けば、大きな田んぼに稲が勢い良く伸びていて、
やっぱり米どころなんだなという印象もあります。
そして何といっても人間が優しい。ここに来ると落
ち着いた気持ちになれて、とても気分がいいです。
　私は、主に短歌の選者として活動しています。朝
日歌壇では、毎回約3,000首の投稿の中から10首を
選びます。社会的な変動に対する生活者の敏感な反
応がよく出ていて面白いですよ。また、自分で出し
ている月刊誌『かりん』の選歌や、各地の選歌も担
当しているので、年間で何万首も見ていることにな
りますね。その他、短歌や能、芸能の講演活動もし

ていますので、全国を
飛び回るというほどで
はないけれども、あち
こちに行って忙しくし
ています。

　黒川能の魅力は「祈り」ですよ。東京の能は芸術
ですが、黒川能は神事能。神にささげる能なんです。
だから観客のことを気にしなくてもいい。そこのと
ころがいちずで、右顧左眄（うこさべん。周囲の状
況ばかり気にかけて決断できないこと）していませ
んよね。人に見せる能ではなく、自分の心で舞って
いるところがいいですね。じゃあ見なくてもいいの
かということではなく、だからこそ見たいんです。
　私は今、地方がとても大事だと思っています。民
俗芸能がなくなってしまえば、日本が潰れてしまい
ますよ。テレビでは、ふにゃふにゃした踊りや歌の
番組が多いですね。それを見て楽しんでいるという
よりも、ごまかされている感じがします。そんな現
代の娯楽文化の中で、「よし、俺もじいちゃんの跡
を継いで黒川能をやろう」なんていうことは、本当
にすごいことですよね。そんなふうに、都会よりも
むしろ地方がしっかりしていれば、日本の芽は残っ
ていきますよ。

歌人。短歌結社「かりん」主宰。古典や能に対する
造詣が深く、喜多流十五世宗家喜多実師に入門、新
作能の創作にも取り組む。昭和47年に初めて黒川
地区を訪れてから、ほぼ毎年黒川能の鑑賞に訪れて
いる。日本芸術院会員。朝日歌壇選者。黒川能保存
伝承研究会の講師として来鶴。東京都出身。

馬
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黒川能の魅力は「祈り」ですよ

講演会の様子（７月20日／櫛引公民館）

市への意見や質問、広報を読んでの
感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

Q
蜂
の
巣
を
駆
除
し
た
い

   

自
宅
の
軒
下
に
大
き
な
蜂
の
巣
が
あ

り
、
刺
さ
れ
な
い
か
心
配
で
す
。

   

巣
を
駆
除
す
る
た
め
に
は
ど
こ
に
依

頼
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

専
門
の
駆
除
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

   

蜂
の
巣
の
駆
除
は
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
の
責
任
で
行
い
ま

す
が
、
作
業
に
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。

身
の
安
全
の
た
め
に
も
、
専
門
の
駆
除

業
者
へ
の
依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す
。

   

該
当
の
業
種
は
「
消
毒
業
」
で
す
。

職
業
別
電
話
帳
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
、
事
前
に
見
積
り
を
取
る
な
ど
内

容
を
確
認
し
た
上
で
駆
除
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
費
用
は
依
頼
者
の
負
担
で

す
。

※
市
で
は
、
業
者
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
や
公
園
な
ど
、
市
が
管
理
す
る

所
で
蜂
の
巣
を
見
付
け
た
場
合

   

市
の
責
任
で
駆
除
し
ま
す
の
で
、
担

A
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隔月連載

スクールライフ！
鶴岡市にある10校の高等学校と高等専門学校。
その学校ならではの取り組みや活動を生徒・学生が紹介します。

No. ３　庄農サマーフェスタ2014 ／庄内農業高校

[ 学校概要 ]
○創立…明治34年　○学科…生物生産科・園芸
科学科・生物環境科　○校訓…「行学一如」　○庄
内で唯一の農業高校。稲の疎植栽培やバイオテク
ノロジーを活用したランの育成など、各学科の特
性を生かした農業教育を通して、専門的な技術・
知識を学んでいる

　７月30日に開催した「庄農サ
マーフェスタ2014」。これは、中
学生の一日体験入学です。今回は、

各学科が３つずつ体験学習コースを設けました。ど
のコースも、各学科の専門的な実習を体験できるも
の。参加する中学生は、事前にコースを選んで申し
込み、私たち生徒や先生の指導を受けながら、「庄農」
を体験します。
　私たち２人が担当したのは「庄農うどん」を作る
食品製造コースです。私たちが食品製造実習で何度
も作っているこのうどん。作り方はもちろん、うま
く作るコツも、もう体で覚えていますね。中学生た
ちは粉をこねたり、生地を切ったりと、慣れない手

付きでなかなか苦戦していました
が、とても楽しそうでした。今回
は時間がなく、作ったうどんは家
で食べてもらいましたが、「おいしい」と感じても
らえたはず。庄農に入って分かったのですが、自分
で苦労して作ったものって本当においしいんです。
　庄農での学習は、稲や野菜、花、家畜など生き物
を相手にしているものがほとんどで、毎日のように
世話・手入れが必要です。だからこそ、命や環境の
大切さが分かります。この体験入学をきっかけに、
中学生たちにそんなことを少しでも感じてもらえた
ら、そして庄農に興味を持ってもらえたら、すごく
うれしいですね。

栗田 幹也 さん　 森垣内 美里 さん

食品製造コース
（庄農うどん）

フラワーデザイン
コース

果樹コース

生物環境科３年生の
２人が紹介します

当
部
署
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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九
月
・
十
月
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ
が
攻
撃
性
を
強
め
、
活
発

に
活
動
す
る
時
期
で
す
。   

   

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
調
査
に
よ

る
と
、
全
国
で
二
十
二
人
が
平
成
二
十

四
年
の
一
年
間
に
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
こ

と
が
原
因
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

   

蜂
は
、
こ
ち
ら
が
危
害
を
加
え
な
い

限
り
襲
っ
て
き
ま
せ
ん
。
静
か
に
身
を

か
が
め
、
蜂
が
飛
び
去
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
手
で
振
り
払
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

   

巣
に
近
づ
く
と
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
し

つ
こ
く
飛
び
回
っ
た
り
、
カ
チ
カ
チ
と

音
を
立
て
た
り
し
て
威
嚇
し
て
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
大
群
に
襲
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
危
険
で
す
。
身
を
か

が
め
少
し
ず
つ
遠
ざ
か
り
、
そ
の
場
を

離
れ
ま
し
ょ
う
。

▼
里
山
に
出
掛
け
る
と
き
は

   

ス
ズ
メ
バ
チ
に
狙
わ
れ
な
い
工
夫
を

し
、
危
険
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

▽
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
肌
を

露
出
し
な
い
服
装
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
外
敵
に
対
し
て
攻
撃
態
勢
に
入
っ
た

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
黒
い
物
に
対
し
て

真
っ
先
に
向
か
っ
て
き
ま
す
。
白
や
黄

色
の
衣
服
、帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
化
粧
品
や
香
水
の
使
用
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

〈
本
所
市
民
課
〉   


